
M

T
o
k
y
o
A

月
2
8
日
、
東
ボ
証
券
収
引
所
傘
ド

の
プ
口
向
け
市
場
「

取
引
所
」
に
上
場
し
た
。
舛
田
社

伝
は

一「

り
に
過
ぎ
な
い
。 

I 

い
う
こ
と
で
特
色
そ
の
も
の
の
埋
解
が

得
ら
れ
ず
、

何側
め
た
」
と
上
場
の
喜
び
と
は
裏
腹

A
I
M

に
意
外
に
も
渋
い
表
情
で
答
、
え
た
。

は
、
東
証
グ
ル
ー
プ
と
ロ
ン

ド
ン
証
券
取
引
所
の
共
同
出
資
に
よ
っ

て
0
9年
に
設
立
さ
れ
た
間
際
市
場

だ
。
投
資
家
を
金
融
機
関
、
上
場
会
社
、

証
券
会
社
に
よ
る
承
認
を
得
た
企
業

冷
凍
洋
某
子
メ
ー
カ
ー
の
同
社
は
5

A
I
M
が
新
市
場
と

上場記念の打鍵式でま童を鳴らす舛田社長

や
金
融
資
産
を
も
っ
投
資
家
な
ど
に

限
定
し
、
上
場
企
業
に
は
、
四
千
則

決
算
開
示
や
内
部
統
制
報
告
を
求
め

な
い
な
ど 
0
8
年
の
金
融
商
品
取
引

法
改
正
で
導
入
さ
れ
た

「プ
ロ
向
け

市
場
制
度
」
を
活
用
し
、
上
場
基
準

を
大
幅
に
緩
和
し
て
い
る

同
市
場
で
は
東
点
都
の
医
薬
品
会

社
に
次
ぐ
2
例
白
。
五
洋
は
当
初
の

資
金
調
達
計
州
か
ら
四
八
万
の
一に
変
必

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
初
値
2
千
円
を

付
け
た
。

「価
格
に
つ
い
て
は
市
場
汗

I
P
O

価
と
い
う
こ
と
で
真
撃
に
受
け
止
め
て

c

い
る
」
と
舛
田
社
長
、

第

2
号
案
件
、 

と
し
て
は
'素

質
1
号
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
動
向
が

注
目
さ
れ
た
も
の
の
、
前
例
が
な
い
状

況
の
中
、
各
証
券
会
社
が
参
加
を
見

合
わ
せ
る
と
い
、
つ
現
実
を
突
き
つ
け
ら

れ
た
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
も
財
務
改

善
を
阿
る
べ
く
、
数
自
民
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
第 
3
苫
割
中 
l

増
資
、

企
業
立
地
促
進
法
を
活
用
し
た
日
本

政
策
金
融
公
席
の
融
資
、
糸
・品
市
か

ら
の
「
ふ
る
さ
と
融
資
」
な
ど
公
的

融
資
制
支
を
活
用
。
さ
ら
に
は
公
拡

上
場
を
広
告
と
資
金
調
達
手
段
に

「
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
に
チ
ャ
ン
ス
を
」

舛
田
圭
良
五
洋
食
品
産
業
側
社
長

つ
の
区
切
り
に
な
っ
た
が
始
ま

資
金
調
述
に
は
倒
難
を

日
、
， 

ら
企
業
に
汎
明
し
て
回
っ
た
が
、

は、
 

3
期
連
続
亦
ハ
子
で
債
務
超
過
と

い
う
同
社
の
来
結
だ
け
が
一人
歩
き
し

非
難
を
受
け
た 

そ
こ
に 

と
い

う
数
値
基
準
が
な
く
、
柔
軟
な
吋
応

を
切
り
開
い
て
い
る 

の
市
場
が
合
致
し
た
の
だ
。
「
現
実
は、

7
月
か
ら 

は、

展
望
よ
り
過
去
の
結
果
が
取
り
ざ
た

マ
ザ 
1
ズ
に
並
ぶ
、
京
証
内
部
の
市
場

さ
れ
、
借
入
と
の
比

較
論
ば
か
り 

と

な

り

名

称
も
「 

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
と
って 

場
は
ゴ
ー

k A
I
M

A
I
M

P 

T
o
k
y
o 

大
半
が
冷
や
や
か
な
対
応
だ
っ
た
」
と

振
り
返 
?γ

そ
も
そ
も
、
こ
こ
ま
で 

場
意
欲

を
燃
や
す
埋
山
を
舛
旧
社
長
は

「
上

場
は
広
告
と
資
金
調
達
の
手
段
」
と

割
り
切
る 

だ
が
、
知
名
度
向
上
の

た
め
の
起
爆
剤
と
し
て
選
ん
だ
ヒ
場

G

k

l

n

P

場
と
な
っ
た
が
、
同
社
は
こ
れ
を
機
に

米
副
企
業
と
北
米
に
お
け
る
生
産
や

販
売
に
絡
む
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結

し
た
。
「
ト
ぃ
場
が
な
け
れ
ば
、
今
回
の

話
は
生
ま
れ
か
っ
た
。
会
社
の
発
展
に

プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
こ
と
は
宇
実 

実

例
は
ボ
せ
た
」
と
力
強
く
出
る
。

主
力
の
冷
凍
ス
イ 

ツ
の
ラ
イ
セ
ン

ス
料
収
入
を
計
上
し
2
0
1
2年
5
月

期
売
上
高
は
1
2
億 
3
千
万
円
、
経

常
利
益
が 
7
百
万
円
で

4
年
ぶ
り
に

最
終
黒
字
を
確
保
す
る
見
通
し
。「
契

約
料
と
増
資
を
合
わ
せ
1
年
間
の
必

要
資
金
は
調
達
で
き
た
。
黒
字
化
と

な
れ
ば
、

信
用
度
も
上
が
り
次
の
資

金
調
達
への
礎
と
な
る
」
と
明
る
い
追

l

L

r
o
M 

」
に
変 
.史

a
r
k

e
t

当
初
予
定
か
ら
1
カ
川
遅
れ
の
上

米
国
企
業
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

と
訴
え
る

!DATA 

，l本社]〒� 819-1134

2-糸島市多久� 819

[設立� 11975年5月

[資本金� 

1 tt6240万7500万円� 

(2012年5月)

ミ内容τ

冷凍洋真子の事~j重 

[i足実員J39人� 

(i ~ー卜 103人)

[年商� J101章3431方向

L包011年竺� 

と
な
る
-
「
運
営
が
東
証
木
体
に
な
る

こ
と
で
問
円
も
広
が
る
つ
上
位
市
場

を
視
野
に
入
れ
準
備
し
て
い
き
た
い
」

と
将
米
の
布
石
を
打
ち
続
け
る
にf

) 

p 

(取
材
/
米
村
前 
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ル
で
は
な
く
飛
服
の
ツ
ー
ル

だ

か

ら

こ
そ
、 

A
I
Mで
米
米
に
つ
な
が
る
風

穴
を
開
け
た
か
った、

昨
今
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
県
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

企
業
が
現
れ
、

資
令
調
達
で
き
る
環

境
構
築
の
た
め
に
も
各
証
券
会
社
の

参
加
は
必
至
」

社
債

「
ス
イ 

ツ
ス
ト
ッ
ク
債
」
の
発

行
に
よ
る
炉
、
色
の
資
金
調
達
を
実
施

し
、
幾
度
と
な
く
背
境
を
乗
り
切
っ

て
き
た
が
、

「
今
回
は
本
来
の
王
幹
事

証
券
会
社
の
役
割
も
機
能
せ
ず
、
連

l

一部、

二
部、
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QSP 福岡県宅地建物取引業協会� 

「
た企上
ち業場 九州� IPO挑戦隊入会式 公

益
社
団
法
人
化
を
報
告


l
p
O挑
戦
隊
」

厚E
長

巴
会

J
E
4目

5
期
生
に
福
岡
か
ら 
3
社

4
月
か
ら
公
益
社
団
法
人
と
な

っ

た
福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

(
北
里
厚
会
長
)
は 
5
月 
2

8
日、

ホ
テ
ル
オ 

ク
ラ
福
岡
で
報
告
会
兼

設
立
式
を
開
催
し
た
。

l

当
日
は
来
賓
・
関
係
者
あ
わ
せ
て

3
百
人
以
上
が
来
場
。
北
里
会
長
が

「
念
願
の
公
益
社
団
法
人
に
な
れ
た
。

会
員
が
誇
り
を
持
て
る
団
体
を
目
指

す
」
と
あ
い
さ
っ
す
る
と
会
場
が
拍

手
に
包
ま
れ
た
。
各
方
面
か
ら
の
来

賓
に
よ
る
祝
辞
の
後
に
祝
賀
会
も
催

さ
れ
、
国
会
議
員
、
県
議
、
市
議
ら

も
駆
け
つ
け
る
中
、
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
参
加
者
同
士
が
和
や
か
に
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
姿
が
み
ら
れ
た
。

福
岡
証
券
取
引
所
な
ど
で
構
成
さ

れ
る 

九
州
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業 
I
P
O

Q
S
P
(

今
回
入
会
し
た
の
は
い
ず
れ
も
地

元
福
岡
の
企
業
。
左
奥
か
ら
側

エ

ク
ス
ク
ロ

ー
バ

ー
の
西
康
介
社
長
、

丸
久
鋼
材
闘
の
丸
山
雅
成
社
長
、
州側

ミ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
大
井
啓
伊
社
長

社の
長決
(意
前を
列新
)た

とに� 
Qす� 
Sる� 
P5 
の期
支生
援入
者会

、，、

中小企業基盤整備機掲の粟屋幸
夫九州本部長から入会証を受け
取るエクスクローハーの西社長 券

2
証
神

岡
天

福
区

た
央

れ
中

か
市

開
岡

力
一
福

式

(
)

会
ル
目

入
ビ
丁

入
会
式
、
そ
の
後
の
懇
親
会

l
p
O
関
係
者
が

の
第 
5
期
生
入
会
式
を
開
い
た
。

I
P
O
関
連
の
講
師
に

よ
る
特
別
講
義
を
開
設
し
た
。

支
援
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
)

は
5
月
2
2
日
、
福
証
へ
の
上
場
支

援
事
業
、
「
九
州 

挑
戦
隊
」

I
P
O

入
会
し
た
の
は
い
ず
れ
も
福
岡
県

の
企
業
で
、
側
エ
ク
ス
ク
ロ
ー
バ
ー
、

丸
久
鋼
材
側
、
側
ミ
リ
オ
ネ
ッ
ト
。

今
回
か
ら
は
新
た
に
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
拡
充
し
、

丸
久
鋼
材
の
丸
山
雅
成
社
長
は

「
会
社
を
後
の
世
代
に
引
き
継
い
で

に
は
地
元 

い
く
た
め
に
、

上
場
を
目
指
す
」
と

力
強
く
入
会
の
動
機
を
語
っ
た
。 

数
多
く
参
加
。
入
会
企
業
の

経
営
者
を
激
励
し
た

森英鷹 渡辺正光 乗松昭一郎
福岡市議会 福岡市副市長福岡県建築都市

議長� 部建築指導課長

岸毅明 松本能 f費目事↑尊
九州地方整備局 衆議院議員 全国宅地建物取引業協会

建政部長 連合会会長

向井功間協会顧問(左上) 会場に駆け付けた議員が紹介
による乾杯� される。左上は武蔵英治福岡

県議会議員

和やかに進んだ祝賀会� 

のへ
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と
約

2
0
人
収
容
の
自
白
ス
ペ
ー
ス

て
異
な
り
、

ら 

一一一 業界NEWSダイジエスト②

側 

(愛
知
県
刈
谷
市
熊
野
町
、
斉

藤
さ
っ
き
社
長
)
は
、
中
部
地
方
を

中
心
に
現
在
令
国
で
約

7
0
校
で
っ

ち

1
割
は
直
営
)
を
展
開
し
て
い

る 

償
問
稔
鹿
田
商
事
社
長
ら
が
講
演

九
州
産
業
大
学
経
営
学
部

九
州
産
業
大
学
経
営
学
部

福
凶


市
東
区
松
昏
台

2
丁
目 
)
は

6
月 
5


日
、
同
大
学

1
号
館
で、

横
田
稔
院


ま
た
科 

旧
商
事
附
社
長
と
白
柳
吊
柑
ビ
ッ
グ

答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
終

o
n o

z
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i

ト
ゥ
リ

l
社
長
を
講
師
に
招
き
ベ
ン

後
は
講
師
と
名
刺
交
換
し
交
流
を

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
論

の
講
義
を
開
催

し
た
。

r

f
同
講
義
で
は
第

一
線
で
前
躍
す
る

を
設
け
て
い
る
。
長
業
は

3
人
の
生

徒
に
対
し

1
人
の
講
削
が
付
き
、
「
勉

強
の
テ
ク
ニ

ッ
ク
や
解
法
を
教
え
る

だ
け
で
な
く
勉
強
の
社
庁
も
同
時
に

指
導
し
て
自
ら
勉
強
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
」
と
い
う
。2

6
U

入
会
金
は 
1
万 

円
、
授
業

料
は
学
年
や
週
ご
と
の
凶
数
に
よ
っ

経
営
者
ら
を
前
師
と
し
て
招
き
、
起

業
に
つ
い
て
の
有
援
な
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。

6
月

5
円
の
講
義
で
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
、

陵

町
稔
賠
削
商
半
州
社
長
と 
υ

川
柳
希
附

ビ

ッ
グ
ト
ゥ
リ 

社
長
が
対
談
形
式

で
講
演
‘
防
団
社
長
の
取
り
組
む
起

業
家
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
ぃ
品
柳
社

長
の
起
業
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
け
凸
労

話
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
今
後
の
展
望

l

l

U

週

1
回
の
長
講
で
は 
6 

3
，
白
円
(
小
学 
1
1
3
年
生
」
か

万

4
7
白
川 

(高
校

3
年
生
)
え

や
曜
日
は
山
山
に
選
択
で

な
ど
を
話

っ
た
。
後
半
に
は
質
疑
応

c

き、

週

2
回
で
英
語
、
数
学
の
受
講

が
多
い
と
い
う 

現
在
は

7
月

2
5

日
か
ら
の
夏
則
講
習
に
向
け
て
準
備

中
で
、 

8
月
末
に
は
生
徒
数

7
0
人

を
日
指
す
コ
現
存
ス
タ
ッ
フ
は 
5
人

で
今
後
の
生
徒
数
に
合
わ
せ
て
増
員

す
る
G

野
相
自
弘
同
校

マ
ネ
ー

ジ

ャ
ー

は

「
来
春
に
は
同
区
内
で 
2
校
日
を
、

そ
し
て 
5
年
以
内
に
る
校
以
上
の
開

校
を
日
指
し
新
た
な
事
業
の
柱
と
し

て
育
成
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
-

同
社
は

1
9
8
1
年 
4
月
に
設し
弘
二

資
本
金

2
5
百
万
川
。
売
ヒ
苅 
6
億 

7

4
百
万
円
。
従
業
員
数
は

4
7
人

ド
コ
モ
シ
ョ

ッ
プ
の
七
限
屈
と
前
原

山
を
経
営
し
て
い
る
。

深
め
る 
A
j

生
の
を
が
多
く
見
ら
れ
た 

υ

書
脂
で
幼
児
向
け
イ
ベ

ン
ト

力 

サ
・

フ
エ
ミ
ニ
ナ
教
育
研
究
所

l幼
稚
園

・
小
学
校
受
験
専
門
塾
、

出
版
事
業
な
ど

の
蜘
カ
|
サ
・

フ
ェ

ミ
ニ
ナ
教
育
研
究
所
(
福
岡
市
早
良

区
百
道
浜

1
丁
目
、
今
井
博
文
社
長
)

は
る
月

1
9
日
、
書
庖
の
リ
プ
ロ

福

岡
天
神
陪
(
福
岡
市
中
央
医
天
神 
2

丁
目
)

で
幼
児
向
け
イ
ベ

ン
ト
を
開

催
し
た 
‘

同
庖
は
絵
本
を
多
数
取
り
揃
え
る

ほ
か
、
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
を
定

期
開
催
す
る
な
ど
幼
児
向
け
サ
ー
ビ

ス
を
強
化
し
て
お
り
、
そ
の
一

環
不

J

同
学
院
の
ブ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ 
l
、

コ
ラ
ボ
レ 

シ
ヨ
ン
企
両
と
し
て
初

開
催
し
た
。

当 

は
今
井
社
長
が
司

会
進
行
を
務
め
、 
3
歳
児
の
幼
児
を

中
心
と
し
た
親
子
連
れ
が
参
加 

子

供
た
ち
は
折
り
紙
や
受
験
問
題
の
体

験
、
運
動
な
ど
を
楽
し
み
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
。

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
港
湾
関
連


用
地 
3
区
画
を
公
募


福
岡
市

一雨
間
市
は
、
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

(
人
て
向 
)
の
港
湾
問
述
附
地 
3
区

i

H

P
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笑顔でイ ベン トを楽 しむ参加者 
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